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人口・世帯数1

人口については、平成13年(2001年)に比べ平成16年(2004年)で1,292人増（1.02倍）とな

っています。しかし、合併後は若干の増加にとどまっており、平成18年(2006年)では平成

17年(2005年)に比べ、168人の増加となっています。

世帯数については、平成13年(2001年)に比べ平成16年(2004年)で1,463世帯増（1.06倍）

となっています。また、合併後は、平成17年(2005年)に比べ平成18年(2006年)で599世帯増

（1.02倍）となっており、人口の増加に比べて高い伸びとなっています。

（1）市全体の人口・世帯数
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年齢別の人口構成について、市町村合併後の推移

をみると、以下のとおりです。

半数以上が40歳以上であり、平成18年(2006

年)10月現在で50,680人、53.3％となっています。

また、定年後の世代である60歳以上は、24,712人、

26.0％となっています。

一方、社会人としての若年世代である20～39歳

については、25,418人26.8％となっています。

市町村合併後の年齢別比率の推移をみると、20～

39歳、40～59歳は横ばいで推移していますが、60歳

以上は増加、20歳未満は減少しており、少子高齢化

が進行しています。

（2）年齢別の人口
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平成18年(2006年)10月の地域別の人口の

割合については、関地域が最も高く81.9％

（77,810人）を占めています。また、洞戸地

域は2.4％（2,278人）、板取地域が1.8％

（1,680人）、武芸川地域が7.1％（6,774人）、

武儀地域が4.4％（4,159人）、上之保地域が

2.4％（2,290人）となっています。

また、地域別の人口の推移については、

平成18年(2006年)10月では平成17年(2005

年)2月に比べ、関地域で419人増加していま

すが、その他の地域ではすべて減少してお

り、洞戸地域で84人減、板取地域で93人減、

武芸川地域で54人減、武儀地域で2人減、上

之保地域で106人減となっています。

（3）地域別の人口（旧市町村）
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生涯学習の現状2

関市の主な生涯学習施設としては、市全体の基幹的な施設として、わかくさ・プラザ（学習

情報館、総合体育館、総合福祉会館）があります。また、地区の基幹的な施設として地区公民

館、生涯学習センター、ふれあいセンターなどがあります。

関地域（旧関市）にあるふれあいセンターでは、地域住民による「ふれあいのまちづくり推

進委員会」を組織し自主運営がなされています。

旧町村地域にある生涯学習センターは、合併前までは中央公民館としての位置づけの施設で

あり、現在は、各地域教育事務所が管理運営を行っています。

学習の提供については、各担当部署の職員や市民による出前講座、わかくさ・プラザや生涯

学習センター、ふれあいセンターで行われている公民館講座のほか、庁内の各課などによる講

座や見学会などにより、様々な学習の提供を行っています。

学習者の発表の場としては、ＳＥＫＩいきいきフェスタを年１回開催し、多くの市民の鑑賞

や体験を通して、評価を受けることによって、学習の喜びや生きがいを感じるとともに、新し

い学習社会の開拓をねらうものとして行っています。

また、旧町村地域における自主サークルの活動については、合併に伴って公民館活動から独

立して自主サークルに移行した団体も多く、組織運営や過疎化などによる参加メンバーの減少、

参加者の高齢化など様々な問題を抱えています。
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生涯学習は、様々な場所で行われています。その中で、関市の主な生涯学習施設として

は、わかくさ・プラザ（学習情報館、総合体育館、総合福祉会館）、地区公民館、生涯学習

センター、ふれあいセンターなどがあります。

①わかくさ・プラザ

わかくさ・プラザは、関市の生涯学習拠点施設であり、学習情報館、総合体育館、総合

福祉会館の３つの施設を含んでいます。わかくさ・プラザの施設概要は以下のとおりです。

（1）生涯学習施設の現状
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わかくさ・プラザでは、ＳＥＫＩいきいきフェスタや関市生涯学習振興大会など生涯学

習活動の発表の場としてのイベントを開催しています。

学習情報館は、過去３年間の平均で年間381千人、総合体育館は年間155千人、総合福祉

会館は年間146千人の利用者がいます。

また、平成18年(2006年)10月には、延利用者数が500万人を達成しました。

また、学習情報館は、中央公民館、図書館、まなびセンターの３つの施設によって構成

されています。

学習情報館の中では、図書館の利用者（入館者）が多く、過去３年間の平均で年間283

千人の利用者がいます。また、中央公民館については年間77千人、まなびセンターでは年

間21千人の利用者がいます。
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②生涯学習センター

生涯学習センターは、旧町村ごとに各１カ所配置されています。

生涯学習センターの施設概要は以下のとおりです。

利用者数は、施設の規模などにより、武儀生涯学習センターの利用者が多く、30,000人

を超える年間利用者がいます。また、同様に上之保生涯学習センターについても、10,000

人を超える年間利用者がいます。
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③ふれあいセンター

ふれあいセンターは、関地域（旧関市）に６カ所配置されています。

ふれあいセンターは、各地域の「ふれあいのまちづくり推進委員会」によって管理運営

されています。



21

関市では、各担当部署の職員や市民による出前講座、わかくさ・プラザや生涯学習セン

ター、ふれあいセンターなどで行われている公民館講座などにより、様々な学習の提供を

行っています。

①出前講座

出前講座の講座回数については、平成12年度(2000年度)までは増加していましたが、平

成14年度(2002年度)以降は隔年で増減を繰り返し、平成17年度(2005年)では125回となって

います。

職員による出前講座数については、平成11年度(1999年度)までは増加していましたが、

その後はやや横ばいで推移し、平成14年度(2002年度)の116回が最も多くなっています。た

だし、平成14年度(2002年度)以降は隔年で増減を繰り返しています。

市民による出前講座数については、平成12年度(2000年度)の109回が最も多くなってい

ます。ただし、平成14年度(2002年度)以降は40回前後と横ばいで推移しています。

出前講座の受講者数については、平成11年度(1999年度)までは大きく増加し、10,946人

となっています。ただし、平成14年度(2002年度)以降は講座回数に合わせるように増減し

ています。

（2）講座の現状
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出前講座の登録講座数については、平成14年度(2002年度)までは増加し、132講座となっ

ています。その後、若干減少しており平成17年度(2005年度)では125講座となっています。

職員による出前講座数については、平成11年度(1999年度)から平成14年度(2002年度)ま

では69人と横ばいで推移していましたが、その後は減少傾向にあり、平成17年度(2005年

度)で57人となっています。

市民による出前講座については、職員による出前講座とは違った傾向になっており、平

成11年度(1999年度)以降増加傾向となっており、平成17年度(2005年度)では68人となって

います。

②公民館講座

公民館講座については、成人学校、成人大学、さわやか学級（高齢者学級）などの講座

を開催しており、平成17年度(2005年度)では、「教養の向上」を目的とした講座が28回（参

加人数：562人）、「家庭教育・家庭生活」を目的とした講座が18回（参加人数：717人）と

なっています。

「体育・レクリエーション」、「職業知識・技術の向上」、「市民意識・社会連帯意識」を

目的とした講座などについては、合併以前は開催されていた市町村がありましたが、平成

16年度(2004年度)以降は実施されていません。
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旧関市には6館のふれあいセンターがあります。これらのふれあいセンターは、各地域

の「ふれあいのまちづくり推進委員会」が管理運営しています。この推進委員会が実施し

ている事業は以下のとおりです。

（2）ふれあいセンターでの活動状況
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①ボランティア団体の現状

市内には、様々なボランティアが個人やグループなどで活動しています。活動分野につ

いても、まちづくり全般に関する活動や福祉に関する活動、国際交流に関する活動、生涯

学習に関する活動など様々です。

ボランティアセンター（関市社会福祉協議会内に設置）に登録しているボランティア団体

数・活動人数をみると、平成12年度（2000年度）以降増加傾向にあり、合併前の平成16年度

（2004年度）では平成12年度（2000年度）に比べ、12団体（539人）の増加となっています。

また、合併後の平成17年度（2005年度）では93団体（4,302人）のボランティアが活動してい

ます。

（3）ボランティア・ＮＰＯの現状
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②ＮＰＯ団体の現状

ボランティアとＮＰＯは、自発的に社会に貢献するという点においては同じですが、ボ

ランティアは基本的に「個人」を表します。それに対して、ＮＰＯは「組織」を表します。

ＮＰＯの中で法人格を取得したものを、特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）といいます。

市民の生活ニーズが多様化する中で、ＮＰＯの果たす役割は大きくなっています。

市内のＮＰＯ法人をみると、17のＮＰＯ法人が存在しています。団体の名称、所在地、

主な活動分野については下表のとおりです。
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アンケート調査からの取り組みの方向性3

関市における生涯学習の満足度と重要度の相関関係から重点的に取り組むべき事項を分析

するため、重要度が高いが満足度が低い項目に着眼すると、職業能力を身につける学習、あ

るいは家庭教育の向上につながる学習、地域の教育力の向上につながる学習の提供、身近な

ところでの学習機会、また、講演会などにおける託児サービスが挙げられ、これらの項目に

ついては、重点的な改善が求められます。

※凡例

１．講座、講演会などの種類や数 ２．身近なところでの学習機会

３．公民センターや集会所などの身近な学習施設 ４．わかくさ・プラザ、文化会館などの中核的な施設

５．体育館、グラウンドなどのスポーツ施設 ６．ボランティア活動の支援

７．指導者・リーダーの育成 ８．各種サークル・グループの育成

９．生涯学習活動と学校とのかかわり 10．大学における公開講座、社会人の受け入れ

11．職業能力を身につける学習の提供 12．家庭教育の向上につながる学習の提供

13．地域の教育力の向上につながる学習の提供 14．生涯学習に関する情報提供

15．生涯学習に関する相談体制 16．学んだことを発表できる機会

17．学んだことを活かせる機会 18．講演会などにおける託児サービス

19．講演会などにおける障害者への配慮


